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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に
要する期間

1 6

法人や外部・内部研修で身体拘束を学ぶ機会
は多いが、利用者の想定外行動などによる抑
制実例もあるので、様々なケースで対応でき
る、マニアルの見直しと研修を深めていくを期
待する。

施設介護では、ＡＤＬの低下に伴う介護で虐
待や拘束が起きる、スタッフとはケース検討
や研修を通じて起こさない環境づくりを図り
ます。

身体拘束の禁止はスタッフ会議での研修や法
人による全体研修を行い意識向上に取り組ん
でいる。様々なケースに対応できるよう現行マ
ニアルを研究し必要な見直しを行います。

１年

2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

ナルク北海道福祉調査センター


